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花ちゃん 「あ！これは、アオサギですね。」 

オー君  「へえー！花
はな

ちゃんは、鳥
とり

の名前
な ま え

をよく知
し

ってるね。」 

花ちゃん 「長
なが

い口
くち

ばしに、長
なが

くて細
ほそ

い足
あし

でしょ。全体
ぜんたい

が灰色
はいいろ

で黒
くろ

い羽
はね

もあれば、 

      まあ、アオサギでまちがいないですね。」 

オー君  「へえー！そうなんだ。ところで、この写真
しゃしん

もよくとれているね。」 

モンタ博士「うひょー！うれしいね。この写真
しゃしん

はモンタ博士
は か せ

が撮
と

ったものなんだ。」 

花ちゃん 「鳥
とり

の写真
しゃしん

は、とてもむずかしいのですよね。」 

モンタ博士「そうなんだ。鳥
とり

の写真
しゃしん

は望遠
ぼうえん

レンズなどで撮
と

るけど、これはいつものデジカ

メで撮
と

ったんだ。このアオサギは、とても近
ちか

くにいてね、それで撮
と

れたのさ。」 

アオサギ君「おっと、おれをだれかが呼
よ

んでいるな。おれはアオサギだ。もちろんサギの仲間
な か ま

だぞ。おれに姿
すがた

や形
かたち

がよく似
に

ていて、白
しろ

いサギもいるんだよ。」 

オー君  「シラサギという鳥
とり

ですか。」 

アオサギ 



アオサギ君「オー君！残念
ざんねん

だけど、シラサギという名前
な ま え

の鳥
とり

はいないんだ。」 

オー君  「へえー！そうなんだ。それじゃ、何
なん

ていうの？」 

アオサギ君「白
しろ

いサギは、小
ちい

さい順
じゅん

で、コサギ・チュウサギ・ダイサギといるんだよ。こ

の前
まえ

、４年生が『矢川
や が わ

たんけん』の時
とき

に見
み

たのは一番
いちばん

大
おお

きいダイサギだった

ね。もちろん、おれさまだって、４年生にこの姿
すがた

を見
み

せてあげたけどね。」 

花ちゃん 「ほかには、アマサギというサギもいますよね。」 

アオサギ君「そうだよ。アマサギの『あま』とは、亜麻
あ ま

色
いろ

のことで、黄色
き い ろ

がかったうすい茶色
ちゃいろ

のきれいな鳥
とり

なんだ。」 

モンタ博士「あのー。モンタ博士
は か せ

はね、沖縄
おきなわ

に行
い

った時
とき

に、ムラサキサギという鳥
とり

を見
み

た

ことがありますよ。沖縄
おきなわ

が北限
ほくげん

という熱帯
ねったい

地方
ち ほ う

の鳥
とり

だそうです。」 

オー君  「ふーん。サギの仲間
な か ま

って、いろいろな色
いろ

で名前
な ま え

がついているんだね。」 

花ちゃん 「それにしても、アオサギというのは大
おお

きな鳥
とり

ですね。」 

アオサギ君「そうだな。もちろんダイサギよりも大
おお

きいし、体重
たいじゅう

だって上
うえ

だぜ。」 

モンタ博士「ダイサギは１２００グラム（１．２キロ）くらい、アオサギは１５００グラ

ム（１．５キロ）くらいだそうだ。」 

オー君  「ふーん。そんなに重
おも

いんだ。それじゃ、飛
と

びたつ時
とき

もたいへんだね。」 

アオサギ君「そうなんだ。おれさまを見
み

つけたら、じいっと飛
と

びたつまで観察
かんさつ

してほしい

ね。とても重
おも

いから、よいこらしょ！って感
かん

じだよ。」 

オー君  「アオサギ君
くん

も苦労
く ろ う

しているんだね。」 

花ちゃん 「アオサギ君
くん

よりも重
おも

い鳥
とり

っているのかな。」 

モンタ博士「いろいろと調
しら

べてみたけどね、みんながよく知っている鳥
とり

で大
おお

きいのは、 

      約
やく

９キロくらいあるオオハクチョウかな。あ！ダチョウが一番
いちばん

だ。 

      約
やく

１５５キロもあるそうだ。」 

オー君  「ダチョウは飛
と

べない鳥
とり

だけど、９キロもあるオオハクチョウはどうして空
そら

を 

      飛
と

べるのかな。不思議
ふ し ぎ

だな。」 

アオサギ君「オー君
くん

。何事
なにごと

も不思議
ふ し ぎ

に思
おも

ったり、なぜかなと考
かんが

えることはとても大切
たいせつ

なこ

となんだ。興味
きょうみ

・関心
かんしん

と好奇心
こうきしん

をもって、おれたちのことを勉強
べんきょう

してくれよ。」 

花ちゃん・オー君「はーい！わかりました。いろいろと勉強
べんきょう

していきまーす。」 


